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令和 3 年 12 月定例議会は 11 月 29 日㈪～12 月 14 日㈫まで開催されました。市長より議案

17 件及び報告 7 件が提出され、「令和 3 年度一般会計補正予算（第 10 号）」以外の 16 議案は

可決しました。補正予算第 10 号に関しては修正案が提出、多数をもって可決となったことを

受け、市長は再議に付したものの賛成少数のため否決、その結果を受け再議第 2 号が市長より

付され、最終的に義務的経費に絞った予算案の採決に入り、全会一致で可決となりました。こ

の結果を受けて予算計上していた施設修繕等が講じられなくなり、市民生活の影響が避けられ

なくなったことは心苦しく痛恨の極みです。 

さらに、追加議案となる「令和 3 年度一般会計補正予算（第 11 号）」は 

賛成者多数で可決。予算の内訳としては３項目、0 歳から高校 3 年生までの 

「子育て世帯への臨時特別給付金」、住民税非課税世帯等１世帯１０万円給付 

の「住民税非課税世帯等臨時特別給付金」に加え、世帯所得２００万円以下 

の住民税課税世帯等１世帯１０万円給付の「いちかわ生活よりそい臨時特別給付金」です。 

住民非課税世帯等の対象世帯には 2 月上旬から順次確認書が送付される予定です。 

    

よき新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

昨年夏には新型コロナウイルス第 5 波による猛威で医療逼迫を受け、救急搬送先が見つかるまで

時間を要する状況が相次ぎました。昨年１１月にオミクロン株が南アフリカで発見され、デルタ株より

も急激な感染力のもと新たな脅威をふるっています。手洗い・うがいやマスク着用等の基本に立ち

返っての感染対策を講じ、感染しない、感染させない対策に留意しながら、今年こそは穏やかな一年

となることを心よりお祈り申し上げます。 

一日も早く日常の生活が回復され、飛躍の年となりますことをご祈念申し上げます。 

 

地域課題やお困りごとお気軽にご連絡ください 
連絡先：090-1042-9652 

〒272-0815 市川市北方 1-26-10 

https://www.komei.or.jp/km/kubokawa-takashi/ 

久保川 

たかし 
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 ≪質問と答弁の概要≫ 

≪１２月定例議会≫ 【一般質問 質問通告】 
○子育て支援について 

  （１）幼児健康診査の実施状況  

  （２）発達に課題のある子どもの早期発見への取り組み  

  （３）発達に関する相談やその後のフォローアップ体制  

○障がい者福祉について 

  （１）就学支援の推進と取り組み状況  

  （２）特別支援学校への入学希望者数推移  

  （３）送迎バス等移動支援の現状  

  （４）主要公園の駐車場等整備状況  

  （５）相談支援体制の現状と横断的な包括支援  

  （６）家族の高齢化への対応  

  （７）グループホーム等入所施設の現状と受け皿づくり 

≪子育て支援について≫ 

Q．幼児健診の実施状況と受診率向上に向けた取り組みについて伺う 

A．令和２年度の１歳６か月健診対象者 3,976 人に対し内科個別健診の受診者数は 3,825 人（96.2％）、歯科

集団健診の受診者数は 3,648 人（91.8％）。3 歳児健診対象者 3,901 人に対し内科個別健診の受診者数は

3,221人（85.8％）、歯科集団健診の受診者数は 3,221人（82.6％）。3歳児健診の受診率が低くなっている

件に対しては受診率向上に向け健康診査の必要性や重要性について今後も周知していく。 

Q．発達に課題のある子供の早期発見への取り組みについて伺う 

A．歯科集団健診時に、保健師や臨床心理士による相談を実施。積み木や絵本等を使って遊ぶ中で発達状況を

確認しながら保護者の不安を伺っていたが、コロナ禍では相談を縮小して実施している。幼児健診後、特

に心身の発達に課題があると考えられる場合は、子ども発達相談室と連携し、より良い支援方法を検討し

ながら継続的支援を行なっている。 

≪就学支援と移動支援について≫ 

Q．就学支援の推進と取り組みについて伺う 

A．就学支援は個別最適な学びの場を提供する

ことを目的に就学相談・審議を行い、子供の

状況に合った学びの場を示していく。支援が

必要な際は教育センターの就学相談にて支援

の方向性等の相談で子供に合った支援につな

げている。 

Q．須和田の丘支援学校スクールバス運行現状

と課題について伺う 

A．自力通学が困難な児童生徒が利用できるよ

う小中学部の児童生徒を利用対象に、29 人

乗り 6 台で運行している。高等部生徒のバス

利用については実情を確認し、余剰座席利用

含め柔軟に対応していきたい。 

≪相談支援体制と受け皿づくりについて≫ 

Q．障害のある方への相談支援体制及び横断的な包括支

援の現状と課題について伺う 

A．市の障がい者支援課と基幹相談支援センター「えく

る」が窓口となり相談に対応。相談件数や障害福祉

サービス等の利用件数が増加傾向のなか相談要員の

体制強化が課題。基幹相談支援センターの拡充や増

設を含めた機能強化策の検討を進めている。 

Q．介助する家族の高齢化への対応について伺う 

A．令和 2 年 11 月から「地域生活支援拠点等事業」を

開始し、親がいなくなった後を見据え障害のある方

の生活を地域全体で支える体制を構築、市が委託す

るコーディネーターが相談に応じていく。グループ

ホームへの入居等、自立して生活できる環境を整え

られるよう関係機関と連携して対応していく。 

YouTube配信中 

市川市議会チャンネル【公式】 

   

https://youtu.be/PkQL9Pfo9Hs 

質問映像をご覧いただけます 

https://youtu.be/PkQL9Pfo9Hs

